
 

市長定例記者会見事項書 
 

 

         日時 平成３０年６月４日（月）１１時００分～ 

         場所 庁議室（市本庁舎４階） 

 

 

 

○津市榊原自然の森温泉保養館「湯の瀬」 

施設整備に係る関心表明の募集開始 

 

 



 

定例記者会見 平成３０年６月４日（月）１１時～ 

場 所 庁 議 室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

久居総合支所 地域振興課 

（電話０５９－２５５－８８４６） 

産業振興担当副参事 

脇田 久三 

 
津市榊原自然の森温泉保養館「湯の瀬」 

施設整備に係る関心表明の募集開始 

 

 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 

 



平成３０年６月４日

津市榊原自然の森温泉保養館 「湯の瀬」

施設整備に係る関心表明の募集開始



「湯の瀬」の施設整備に向けて

施設は建築後３０年が経過し…

施設の老朽化

津市榊原自然の森温泉保養館「湯の瀬」は、昭和６３年８月に久居市が、榊原地域の資源で
ある「名湯榊原温泉」を活用し、湯を媒体としたコミュニケーションの推進と市民の健康増進を
図り、市民生活の向上と観光振興に寄与することを目的に開設した温浴施設

利用者の減少 利用者ニーズ
の変化

施設のあり方、民間と連携した榊原温泉の活性化について
様々な手法を検討します



「湯の瀬」の現況①

開 設 昭和６３年８月１日

建築費用 約６億２００万円（当時）

土 地
津市榊原町６１０１番地

１５，８８８．００㎡（公簿）

建 物 １，２２２．３８㎡

構 造 鉄筋コンクリート造平屋建

用途地域 都市計画区域外
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約2ヶ月休館のため減少

利用者の年間推移 （昭和６３年度～平成２９年度）
総利用者数約594万人（H29.3末）
年間平均：198,012名
利用者の特徴（Ｈ28調査）
６５歳以上の利用者が７０％を超えている

利用者割合、市内55％・県内32％・県外13％

湯の瀬
榊原自然の森エリア

①駐車場（３か所）
約１４０台

②テニスコート２面
③足 湯
④公衆用トイレ
⑤広場（祭り開催）

①

①

①

②
③④

⑤



「湯の瀬」の現況②

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

歳入合計 ５，８７６万円 ６，１２１万円 ５，６９１万円

うち湯の瀬収入（当日券） ３，００７万円 ３，１２３万円 ２，７９８万円

うち湯の瀬収入（回数券） ２，０２９万円 ２，１４８万円 ２，１１９万円

うち諸収入（タオル、物産販売、自動販売機等） ６２６万円 ６３２万円 ５６２万円

うちカラオケ、テニス、食堂賃貸料 ２１４万円 ２１８万円 ２１２万円

歳出合計 ７，３３６万円 ６，７５５万円 ６，５１９万円

うち需用費（電気、ガス、水道等） ４，３９４万円 ３，７９９万円 ３，５１５万円

うち委託料（フロント業務等運営に係る費用） ２，７１５万円 ２，７２０万円 ２，７５５万円

うち諸経費（通信運搬費、消耗品費等） ２２７万円 ２３６万円 ２４９万円

歳入ー歳出 差引 △１，４６０万円 △６３４万円 △８２８万円

当日券 回数券（１２回綴）

一 般 ５５０円 一 般 ５，２００円

６５歳以上 ２５０円 ６５歳以上 ２，２００円

１２歳以下 ３００円 １２歳以下 ３，０００円

平成２６年度は、需用費（燃料費）の高騰の影響を
受け、赤字幅が増加しました。

また老朽化による修繕も、今後は増える可能性が
懸念されます。



「湯の瀬」の現況③
● 調査結果

建
物

躯体 概ね利用可能

施設 劣化のため 大規模改修が必要（浴槽,屋根,外壁）

設
備

機械 老朽化が著しく 取替が必要（ろ過器等）

電気 耐用年数を超え故障の可能性がある（自動制御機器類）

平
成

年
度
に
施
設
現
状
調
査
を
実
施

● 昭和６３年開設の
施設を、部分修繕
しながら運営

今後も故障し休館
する可能性が高い

公設整備手法の一方で、民間事業者の資金、経営能力及び
技術的能力を活用する多様な官民連携手法の導入も検討

● 駐車場と施設に
高低差

修繕のため休館した日数

平成18年12月1日～ 43日

平成20年 1月 8日～ 52日

平成21年 1月13日～ 54日

平成24年 4月16日～ 5日

平成26年 1月20日～ 4日

以降休館日を利用し修繕実施

利用者から不便
との声が多数

大 規 模 修 繕 が 必 要

● 公設整備を試算

① 改修すると、約６億５千万円
※費用を残耐用年数の約２０年で割ると約３，２００万円／年

② 新築すると、約７億４千万円
※新築費用を耐用年数約３０年で割ると約２，４００万円／年

③ 移転新築し、面積を８０％程度に縮小して、建築コストの合理化を
図っても機能の充実が可能、約６億５千万円

29



民間活力を導入した整備手法の募集について～関心表明～

効率的かつ効果的な官民連携手法を検討するため

「関心表明」を募集します

募集対象者
当該事業を実施する意向のある民間事業者
※ 法人またはグループ、個人事業主、団体等を含む
※ 温泉の運営実績は問いません

条 件

日帰り温浴施設の建設又は改修は必須とします

現在の利用料金を基本とします

運営期間は概ね１０年～３０年とします

源泉は、現在の泉源から継続購入とします

地域の年間行事として、４月、１１月に敷地をイベントに
使用します

温浴施設に特化した事業者や、レストラン、カフェ、ショップ、物産販売、キャンプ場など得意分野の
ある事業者

想定する事業者

事業者のメリット 「提案が仕様書に反映される可能性がある」
「温泉事業者だけでなく得意分野のある事業者も参画できる」

事業目的

老朽化した「湯の瀬」の整備を図るだけでな
く、公益負担の抑制を図りつつ、一層の集
客確保や顧客満足度の向上等、本市の貴
重なブランドである榊原温泉を代表する温
浴施設として、附帯施設の整備も含め、「榊
原自然の森」全体の魅力の向上を目指しま
す

既存施設

榊原自然の森エリア
敷地全体：１５，８８８．００㎡(公簿）
建物：「湯の瀬」 １，２２２．３８㎡

※上記の施設のほか、榊原温泉郷内の民
間温浴施設が含まれます

事業形態
建設・運営の形態にとらわれず、幅広く募集します
（例：民設民営、公設民営、民設公営、公設公営）

公設による整備手法と比較・検討を行い、より優れた提案手法で榊原温泉の活性化を目指します 《効率的で効果的な提案を期待！》



「関心表明」の募集について

募 集 期 間 平成３０年６月４日（月）から平成３１年１月３１日（木）まで

募集の流れ

１ 関心表明（概要）申出書を提出（参加意思確認）
受付窓口、郵送、電話、Ｅメールによりお問い合わせください

２ 関心表明申出者への説明会を開催（希望により個別説明）
募集概要、関心表明の趣旨、事業の目的、提案書の要件等を説明します

３ 関心表明申出者からの詳細な提案書の提出
応募書類は非公開とし、特に専門的な手法や事業者名は厳密に管理します

本日より開始！



事業者募集

１月・２月 １２月頃

２０１８年（平成３０年） ２０１９年（平成３１年）

関心表明の募集

７月頃６月

「関心表明」募集後のスケジュール（予定）

６月

【提案（例）】
・榊原温泉の観光ＰＲに魅力
ある提案

・これまでの温浴施設を維持
し、津市の効率的な公費負
担となる提案

・複合施設として魅力的かつ
温浴施設と相乗効果のあ
る提案

・利用者が見込める提案
・運営期間が長い提案

など

優
先
候
補
者
の
決
定

募
集
要
項
検
討

●公設整備手法と関心表
明からの民間提案手法
の比較検討

●事業手法検討
「新築・改修・他」

●健康増進、観光目的
について検証

●「関心表明から最優秀
な提案」の検討

事業手法の比較検討

民間提案手法を選択

民設民営
公設民営
民設公営

公設整備手法を選択

公設公営

設
計
予
算
計
上

基本及び実施設計

４月

事
業
手
法
の
決
定

締
切



受付窓口・お問い合わせ先について

受付窓口
津市久居総合支所地域振興課 産業振興担当
近鉄久居駅直結ポルタひさい３階（１０番窓口）

郵 送 先
〒514-1192 三重県津市久居新町３００６番地 ポルタひさい内
津市久居総合支所 地域振興課 産業振興担当（湯の瀬関心表明の件）

電 話 059-255-8846 又は 059-255-8851

Ｅ メ ー ル 255-8812＠city.tsu.lg.jp

※受付窓口、電話のお問い合わせは、休日を除く午前９時から午後５時迄 （開庁日）

事業者の皆さまからのご提案を
お待ちしています！

合言葉は、「湯の瀬 関心表明」
（ゆのせ かんしんひょうめい）



 

定例記者会見 平成３０年６月４日(月)１１時～ 

場 所 庁 議 室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

政策財務部 秘書課 

（電話０５９－２２９－３１００）

秘書課長 

稲垣 篤哉 

 

津市長が全国公立学校施設整備期成会会長、 

全国市長会副会長に就任 

 
 このことについて、その内容は、下記のとおりです。 

 

記 

 

１ 全国公立学校施設整備期成会 会長 

   

平成３０年５月２２日（火） 

第６３回全国公立学校施設整備期成会定期総会において承認 

 

 

２ 全国市長会 副会長 

 

平成３０年６月６日（水） 

 第８８回全国市長会通常総会において承認予定 
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